
大

陸
（
満

州
）

精
鋭
野
砲
隊
、
戦
わ
ず
し
て
敗
戦

秋
田
県

鷹

嶋

利

平

私
は
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
二
月
、
日
本
海
岸
の

秋
田
県
由
利
郡
西
目
村
出
戸
の
農
村
で
四
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。

両
親
は
健
在
で
し
た
が
、
生
活
は
四
男
二
女
の
六
人
の

子
供
を
抱
え
、
母
は
行
商
、
父
は
北
海
道
へ
出
稼
ぎ
等
で
、

ど
う
に
か
家
計
を
支
え
て
お
り
ま
し
た
。

私
が
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
こ
ろ
は
兄
た
ち
は
独
立

し
た
り
奉
公
に
出
た
り
し
て
、
家
で
は
私
一
人
で
し
た
。

当
時
の
国
策
に
従
っ
て
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
三

月
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
隊
に
志
願
し
、
六
月
に
満
州

に
渡
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
五
年
余
り
慣
れ
な
い
農
作
業

等
に
従
事
し
ま
し
た
。

戦
争
が
激
し
く
な
る
と
共
に
徴
兵
検
査
の
適
用
年
齢
が

繰
り
上
げ
に
な
り
、
十
九
歳
に
な
っ
た
私
も
こ
の
対
象
者

に
な
り
、
徴
兵
検
査
受
験
の
た
め
、
開
拓
団
か
ら
約
二
十

人
ほ
ど
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
車
し
て
試
験
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

メ
ル
ゲ
ン

北
安
省
嫩
江
県
墨
爾
根
駅
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
汽
車
で

黒
河
省
の
首
都
黒
河
市
に
あ
る
試
験
場
に
向
う
と
聞
か
さ

れ
ま
し
た
が
、
地
図
上
で
は
鉄
道
は
嫩
江
以
北
は
途
中
で

無
く
な
っ
て
い
る
の
で
不
安
で
し
た
。
し
か
し
黒
河
ま
で

は
通
じ
て
い
て
何
の
心
配
も
な
く
無
事
黒
河
駅
に
到
着
し

ま
し
た
。

途
中
の
山
神
府
に
は
秋
田
の
歩
兵
第
十
七
連
隊
の
主
力

部
隊
が
駐
屯
し
て
い
る
と
聞
き
、
な
る
ほ
ど
兵
舎
ら
し
い
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建
物
が
遠
方
に
か
す
か
に
見
え
ま
し
た
。
ま
た
駅
に
は
多

く
の
貨
物
の
集
積
場
が
あ
っ
て
、
軍
の
駐
屯
地
ら
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

開
拓
団
の
同
僚
で
大
正
十
三
年
生
ま
れ
の
二
十
歳
の
者

は
、
一
カ
月
前
に
我
々
と
同
じ
行
程
で
来
て
、
こ
こ
で
徴

兵
検
査
を
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
我
々
大
正
十
四
年
生
ま

れ
の
十
九
歳
の
者
は
、
繰
り
上
げ
で
徴
兵
検
査
と
な
り
、

二
日
に
わ
た
っ
て
検
査
を
受
け
、
私
は
甲
種
合
格
で
し
た
。

午
後
か
ら
自
由
行
動
が
許
さ
れ
、
私
は
数
人
の
同
僚
と

共
に
対
岸
の
ソ
連
領
（
ア
ム
ー
ル
河
）
で
水
泳
を
楽
し
み

ま
し
た
。

帰
り
は
往
路
と
逆
コ
ー
ス
で
小
興
安
嶺
を
越
え
嫩
江
県

の
我
々
の
開
拓
団
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て
入
隊
ま
で
の

間
は
農
作
業
や
入
隊
後
の
体
力
作
り
を
考
え
て
、
今
ま
で

以
上
に
作
業
に
精
出
し
ま
し
た
。

十
月
に
入
る
と
毎
日
の
よ
う
に
同
僚
に
入
隊
通
知
が
入

り
始
め
、
私
は
今
ま
で
冬
期
に
は
零
下
四
〇
度
に
達
す
る

こ
の
地
で
の
生
活
で
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
軍
隊
生
活

は
南
満
地
域
を
願
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
願
い
は
か

な
わ
ず
、
当
地
と
変
わ
ら
ぬ
「
ハ
イ
ラ
ル
」
の
野
砲
兵
第

一
一
八
部
隊
に
入
隊
の
通
知
が
き
ま
し
た
。

十
月
二
十
八
日
、
開
拓
団
の
皆
様
か
ら
見
送
ら
れ
、
嫩

江
省
墨
爾
根
駅
へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。

駅
に
着
い
て
チ
チ
ハ
ル
方
面
行
き
の
汽
車
を
待
っ
て
い

ま
す
と
、
我
々
の
開
拓
団
か
ら
六
十
キ
ロ
ほ
ど
北
の
圏
泡

義
勇
隊
開
拓
団
の
小
林
榮
次
郎
君
と
バ
ッ
タ
リ
出
会
っ
た

の
で
す
。
彼
は
秋
田
県
由
利
郡
岩
城
二
子
の
出
身
で
、
毎

年
、
嫩
江
で
十
月
開
催
さ
れ
る
開
拓
祭
り
で
懇
親
を
深
め

て
い
る
仲
で
す
。
し
か
も
私
と
同
じ
部
隊
に
入
隊
と
聞
い

て
力
強
く
な
り
、
一
緒
に
汽
車
に
乗
り
ま
し
た
。

途
中
チ
チ
ハ
ル
で
奉
天
（
瀋
陽
）、
ハ
ル
ピ
ン
方
面
か

ら
の
入
隊
者
と
合
流
し
、
夜
の
大
興
安
嶺
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
こ
れ
で
私
は
大
小
両
興
安
嶺
を
越
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

翌
日
午
前
、
ハ
イ
ラ
ル
駅
到
着
。
下
車
し
て
感
じ
た
こ

と
は
住
民
の
服
装
、
建
築
物
、
風
景
は
チ
チ
ハ
ル
地
区
と

は
違
う
蒙
古
地
帯
を
思
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。

出
迎
え
の
下
士
官
に
引
率
さ
れ
て
、
兵
舎
に
入
り
、
一
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休
み
し
た
後
に
所
属
す
る
中
隊
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
各
中
隊
ご
と
に
引
率
さ
れ
、
さ
ら
に
各
内
務
班
に

分
散
、
私
は
小
林
君
と
同
じ
教
育
班
に
編
入
さ
れ
、
心
強

く
思
い
ま
し
た
。

所
属
中
隊

野
砲
兵
第
一
一
八
部
隊
第
八
中
隊

班
長
伊
藤
伍
長
（
後
に
軍
曹
）
、
助
手
福
内
上
等
兵
（
後

に
兵
長
）、
星
屋
上
等
兵（
後
に
下
士
官
志
願
し
て
軍
曹
）

で
班
長
以
下
三
人
は
共
に
名
古
屋
出
身
で
し
た
。

第
一
一
八
部
隊
は
、
名
古
屋
師
団
・
熊
本
師
団
、
そ
れ

に
我
々
の
よ
う
な
在
満
入
隊
者
の
混
成
部
隊
で
し
た
。
愛

知
県
・
岐
阜
県
・
静
岡
県
・
鹿
児
島
県
・
熊
本
県
・
長
崎

県
、
そ
れ
に
全
国
各
地
出
身
の
在
満
入
隊
者
と
い
う
賑
や

か
な
部
隊
で
し
た
。

困
っ
た
こ
と
は
言
葉
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
方

言
で
話
し
合
う
の
で
、
先
輩
は
慣
れ
て
い
ま
す
が
我
々
初

年
兵
に
は
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
聞
き
直
す
と
怒

ら
れ
ま
す
。

ハ
イ
ラ
ル
の
街
は
四
方
が
小
高
い
丘
で
囲
ま
れ
、
街
の

中
心
部
に
伊
敏
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
丘
は
陣
地

で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
倉
庫
に
は
、
数
カ
月
分
の
非

常
用
食
料
等
が
備
蓄
さ
れ
て
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

我
々
部
隊
の
駐
屯
し
て
い
た
東
山
地
区
に
は
軍
司
令
部

も
あ
り
、
砲
兵
、
歩
兵
そ
の
他
各
科
部
隊
も
駐
屯
し
て
い

て
、
軍
都
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
に
入
っ
て
か
ら
入
隊
式
が
行
わ
れ
、
翌
日
か
ら

六
カ
月
間
の
初
年
兵
教
育
に
入
り
ま
し
た
。

初
年
兵
の
教
育
期
間
は
、
い
ず
れ
の
部
隊
も
大
同
小
異

と
思
い
ま
す
が
、
伝
統
的
と
聞
い
て
い
た
私
的
制
裁
は
関

東
軍
司
令
部
か
ら
の
禁
止
通
達
が
あ
っ
て
、
我
々
の
部
隊

で
は
ほ
と
ん
ど
私
的
制
裁
が
な
く
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
内

務
班
生
活
で
し
た
。

た
だ
日
増
し
に
襲
っ
て
く
る
寒
さ
に
は
慣
れ
て
い
た
と

は
い
え
零
下
四
〇
度
の
気
温
に
は
全
く
閉
口
、
特
に
内
地

か
ら
の
初
年
兵
は
相
当
ま
い
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

最
初
の
三
カ
月
は
徒
手
教
育
で
し
た
が
、
我
々
砲
兵
隊

に
は
小
銃
は
五
人
に
一
丁
ぐ
ら
い
し
か
渡
っ
て
い
な
い
の

で
歩
兵
隊
の
よ
う
な
苦
労
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

徒
手
訓
練
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
分
特
業
の
訓
練
に
入
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り
ま
し
た
。
砲
手
、
通
信
、
自
動
車
、
観
測
、
無
線
に
分

か
れ
、
人
員
に
よ
っ
て
大
隊
教
育
、
中
隊
教
育
、
部
隊
教

育
に
分
か
れ
て
教
育
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
中
隊
か
ら
五
人
観
測
班
に
ま
わ
り
、
第
七
中
隊
、

第
八
中
隊
、
第
九
中
隊
の
三
個
中
隊
の
合
同
教
育
で
、
教

官
は
第
七
中
隊
長
の
江
幡
少
尉
、
助
手
は
第
八
中
隊
の
福

内
上
等
兵
で
し
た
。

最
初
は
室
内
で
の
学
科
教
育
、
次
に
器
材
の
名
称
等
で
、

小
学
校
卒
業
程
度
の
私
に
は
難
し
く
て
大
変
で
し
た
。
特

に
数
学
の
サ
イ
ン
、
コ
サ
イ
ン
等
三
角
法
や
横
文
字
の
読

み
書
き
に
は
、
中
隊
へ
帰
っ
て
か
ら
、
助
手
か
ら
繰
り
返

し
繰
り
返
し
教
え
て
も
ら
う
な
ど
随
分
苦
労
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
苦
労
し
た
学
科
教
育
も
、
ど
う
に
か
合
格
点

を
も
ら
い
実
技
教
育
に
移
り
ま
し
た
。

実
技
教
育
は
砲
兵
隊
の
機
器
の
現
物
を
前
に
し
て
の
教

育
で
、
測
遠
器
、
砲
隊
鏡
、
磁
針
方
向
盤
等
を
三
脚
に
取

り
付
け
る
初
歩
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
我
々
観
測
班
の
教

育
は
晴
天
の
日
は
屋
外
、
吹
雪
等
で
悪
天
候
の
日
は
屋
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
砲
手
教
育
の
連
中
か
ら
は
羨
ま

し
が
ら
れ
ま
し
た
。
冬
期
の
好
天
気
で
も
屋
外
は
零
下
二

〇
度
も
あ
り
、
教
育
が
終
わ
っ
て
器
具
を
屋
内
に
持
ち
込

む
と
真
っ
白
に
氷
付
き
ま
す
。
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
っ

て
か
ら
手
入
れ
を
行
い
倉
庫
に
収
納
し
ま
す
。

倉
庫
の
責
任
者
は
私
で
、
鍵
は
中
隊
本
部
の
保
管
で
す

が
、
私
以
外
の
者
は
鍵
の
持
ち
出
し
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

四
月
下
旬
い
よ
い
よ
第
一
期
の
検
閲
、
班
長
以
下
緊
張

し
て
迎
え
、
こ
の
検
閲
も
無
事
終
了
し
て
一
等
兵
に
進
級

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
は
序
列
順
で
行
わ
れ
、
特
別
の
こ
と
が
な
い

限
り
、
次
の
進
級
で
あ
る
上
等
兵
、
兵
長
へ
の
進
級
す
る

場
合
に
も
、
こ
の
序
列
が
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。
先
輩
か

ら
よ
く
一
期
の
検
閲
前
に
人
一
倍
頑
張
る
よ
う
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

結
果
は
六
十
人
中
二
十
八
人
の
進
級
が
発
表
さ
れ
、
私

は
ま
さ
か
の
一
番
で
嬉
し
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

早
速
、
進
級
者
全
員
を
指
揮
し
て
中
隊
長
、
准
尉
、
事
務

室
、
下
士
官
室
、
そ
し
て
古
年
兵
に
進
級
の
申
告
に
駆
け
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回
り
ま
し
た
。

五
月
に
入
り
事
務
室
に
呼
ば
れ
「
鷹
嶋
一
等
兵
、
中
隊

長
官
舎
当
番
を
命
ず
」
と
の
命
令
を
受
け
ま
し
た
。
思
い

も
よ
ら
ぬ
命
令
で
戸
惑
っ
た
の
で
す
が
何
と
も
し
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
上
等
兵
教
育
を
受
け
始
め
た
ば
か
り
な
の

で
、
班
長
も
意
見
を
述
べ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
中
隊
長

命
令
で
は
従
う
よ
り
し
よ
う
が
な
い
と
班
長
か
ら
言
わ
れ

ま
し
た
。

早
速
、
身
の
回
り
を
整
理
、
翌
日
「
公
用
腕
章
」
を
付

け
て
部
隊
を
後
に
陣
地
の
麓
に
あ
る
官
舎
に
入
っ
た
途
端
、

故
郷
に
帰
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
か
ら
陸
軍
一
等
兵
の
営
外
居
住
が
始
ま
っ
た
の
で

す
が
、
果
た
し
て
家
政
婦
の
よ
う
な
仕
事
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
、
心
細
く
な
り
ま
し
た
、
し
か
し
、
他
の
者
で
も

で
き
る
こ
と
と
我
を
戒
め
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

夕
食
は
隊
長
懇
意
の
食
堂
で
ご
馳
走
に
な
り
、
翌
日
は

朝
早
く
起
床
し
て
食
事
の
準
備
、
隊
長
を
見
送
っ
て
か
ら

掃
除
、
洗
濯
と
な
ん
と
か
出
来
ま
し
た
。
問
題
は
毎
日
の

食
事
の
準
備
、
開
拓
団
当
時
、
調
理
の
手
伝
い
を
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
い
調
理
方
法
は
分
か
ら
な
い
。

こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
少
し
勉
強
し
て
お
け
ば
と

悔
い
ら
れ
ま
し
た
。

隊
長
は
鹿
児
島
県
出
身
で
四
十
歳
代
、
部
隊
で
は
最
高

年
齢
で
単
身
赴
任
さ
れ
、
面
倒
見
が
よ
く
料
理
も
上
手
で
、

私
は
助
か
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
六
カ
月
間
の
教
育
、
演
習
、
兵
器
の
手
入
れ
、

兵
舎
内
外
の
清
掃
、
洗
濯
等
暇
の
な
い
毎
日
で
し
た
が
、

今
で
は
一
応
の
作
業
が
終
わ
る
と
暇
潰
し
に
苦
労
す
る
ほ

ど
で
、
前
の
当
番
が
残
し
て
く
れ
た
雑
誌
も
読
み
尽
く
し

官
舎
ボ
ケ
に
な
り
ゃ
し
な
い
か
と
心
配
で
し
た
。

心
に
余
裕
が
出
来
て
、
暇
を
み
て
は
中
隊
の
同
年
兵
に

面
会
に
行
き
、
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
相
変
わ

ら
ず
忙
し
い
毎
日
の
よ
う
で
、
演
習
、
不
寝
番
、
衛
兵
と

新
し
い
勤
務
も
増
え
、
大
変
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は

軍
人
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

五
月
中
旬
過
ぎ
、
隊
長
か
ら
「
部
隊
が
大
興
安
嶺
山
脈

に
入
り
、
予
想
さ
れ
る
ソ
連
の
進
撃
に
備
え
て
陣
地
構
築

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
日
に
で
も
動
員
命
令
あ
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る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
心
の
準
備
と
荷
物
を
ま
と
め
て

置
く
よ
う
に
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
早
速
、
隊
長
の
日
用

品
等
を
行
李
に
詰
め
、準
備
し
た
途
端
に
伝
令
が
来
て「
動

員
下
令
、
明
日
夜
半
出
発
す
る
旨
部
隊
長
か
ら
伝
言
す
る

よ
う
あ
り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
、
隊
長
に
伝
え
ま
し
た
。

翌
朝
、
行
李
班
の
兵
二
人
が
行
李
運
搬
に
来
て
私
も
隊
長

と
共
に
中
隊
に
戻
り
ま
し
た
。

翌
五
月
二
十
五
日
夜
半
（
ソ
連
軍
に
気
付
か
れ
な
い
た

め
）
事
務
室
勤
務
者
を
留
守
部
隊
と
し
て
、
全
員
が
ハ
イ

ラ
ル
駅
に
集
合
、
準
備
し
て
い
た
軍
用
列
車
に
乗
車
、
興

イ

リ

ク

ト

安
北
省
伊
列
克
得
駅
に
下
車
し
ま
し
た
。

駅
よ
り
五
キ
ロ
ほ
ど
行
軍
し
て
、
作
業
小
屋
風
の
建
物

に
宿
泊
し
ま
し
た
。
収
容
し
き
れ
な
い
兵
は
天
幕
を
張
り
、

約
一
カ
月
ぐ
ら
い
こ
こ
に
滞
在
し
て
、
構
築
予
定
地
ま
で

の
道
路
工
事
に
従
事
し
ま
し
た
。

大
興
安
嶺
山
脈
は
標
高
一
、
二
〇
〇
〜
一
、
三
〇
〇
メ

ー
ト
ル
程
の
連
山
に
、
点
々
と
一
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
高
山
が
つ
き
出
し
て
い
る
山
岳
地
帯
で
す
。

こ
の
連
山
の
西
面
の
中
腹
に
横
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
、
縦

七
〜
八
メ
ー
ト
ル
の
塹
壕
を
堀
り
、
火
砲
を
入
れ
、
西
方

か
ら
進
撃
す
る
戦
車
を
迎
え
撃
つ
戦
法
を
取
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

「
い
ろ
は
坂
」
に
似
た
道
路
が
完
成
、
ま
た
草
葺
き
屋

根
の
宿
舎
も
建
て
終
わ
り
、
全
員
こ
こ
に
移
動
し
ま
し
た
。

我
々
の
隊
の
大
砲
は
口
径
７
・
５
セ
ン
チ
で
、
対
戦

車
・
対
空
で
は
、
当
時
の
日
本
軍
の
火
砲
の
中
で
は
一
番

威
力
が
あ
り
ま
し
た
。
一
個
中
隊
に
三
門
あ
り
、
一
門
に

一
個
分
隊
十
五
人
か
ら
十
六
人
が
配
属
さ
れ
、
他
に
通
信
、

観
測
、
自
動
車
（
牽
引
車
）
要
員
が
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

翌
日
か
ら
早
速
、
穴
掘
り
作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
山

さ
く
が
ん
き

は
岩
石
で
、
現
在
の
よ
う
な
鑿
岩
機
が
あ
る
訳
で
な
し
、

専
ら
ハ
ン
マ
ー
と
タ
ガ
ネ
で
穴
を
掘
り
、
そ
の
穴
に
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
と
導
火
線
（
一
秒
間
十
セ
ン
チ
燃
え
る
の
で
逃

げ
隠
れ
る
場
所
に
よ
り
長
さ
を
決
め
る
）
を
詰
め
、
泥
で

穴
を
密
閉
し
、
導
火
線
に
点
火
し
、
前
も
っ
て
決
め
て
い

る
退
避
所
に
避
難
し
ま
す
。
普
通
十
五
秒
ほ
ど
で
爆
破
す

る
。
爆
破
で
砕
け
た
岩
石
の
運
搬
処
理
の
繰
り
返
し
作
業

と
糧
秣
の
補
給
が
少
な
い
た
め
、
空
腹
続
き
で
の
重
労
働
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に
は
皆
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
よ
う
な
作
業
は
初
め
て
で
、
し
か
も
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
は
危
険
物
と
聞
い
て
は
い
た
が
実
物
を
見
る
の
も

初
め
て
で
、
恐
る
恐
る
穴
に
詰
め
て
い
て
同
僚
か
ら
は
意

気
地
な
し
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

あ
る
日
、
付
近
の
鉄
道
沿
線
や
ト
ン
ネ
ル
の
状
況
視
察

の
行
軍
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

途
中
に
林
や
日
本
軍
の
兵
舎
が
あ
り
、
そ
れ
ま
で
汽
車

で
山
越
す
る
際
に
は
気
が
付
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ト

ン
ネ
ル
の
構
造
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
、
ト
ン
ネ
ル
の

中
央
が
出
入
口
よ
り
高
く
な
っ
て
、
中
央
に
煉
瓦
造
り
の

煙
突
が
立
っ
て
お
り
、
汽
車
が
通
る
度
に
モ
ク
モ
ク
と
煙

が
出
て
く
る
の
に
は
感
心
し
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
我
々
第
八
中
隊
の
み
で
七
月
に
入
っ
て
本

格
的
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
ほ
か
の
中
隊
は
何
し
て
い
る

だ
ろ
う
、
我
々
が
疲
れ
て
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
の
に
応
援

に
き
て
も
よ
い
の
に
と
つ
ぶ
や
く
者
が
で
て
き
ま
し
た
。

八
月
八
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ソ
連
軍
が
予
想
ど

お
り
不
可
侵
条
約
を
破
り
、
満
州
里
か
ら
ハ
イ
ラ
ル
に
侵

入
し
て
き
た
と
の
緊
急
連
絡
が
あ
る
と
同
時
に
、
留
守
部

隊
の
田
中
准
尉
以
下
全
員
が
我
々
の
駐
留
地
に
移
動
し
て

き
て
、
直
ぐ
に
作
業
中
止
と
な
り
本
部
に
集
結
し
ま
し
た
。

戦
闘
準
備
命
令
が
出
て
、
各
自
身
の
回
り
品
の
と
り
ま

と
め
と
兵
器
の
点
検
整
備
で
て
ん
て
こ
ま
い
で
し
た
。

我
々
は
銃
剣
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
最
近
入
隊
し
た
補
充

兵
の
剣
は
竹
製
、
銃
は
木
製
の
銃
剣
術
練
習
用
の
銃
で
、

剣
は
陣
地
構
築
に
使
用
し
た
タ
ガ
ネ
や
ノ
ミ
等
を
打
ち
直

し
て
剣
の
代
用
品
を
作
り
、
木
製
の
銃
の
先
に
縛
り
付
け

て
白
兵
戦
用
に
備
え
る
。
ま
た
下
士
官
は
サ
ー
ベ
ル
と
拳

銃
を
持
参
す
る
と
い
う
全
く
頼
り
な
い
戦
闘
準
備
で
し
た
。

午
後
、
伊
藤
軍
曹
、
福
内
兵
長
、
私
鷹
嶋
一
等
兵
の
三

人
が
斥
候
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
三
八
式
銃
に
実
弾

を
装
填
し
、
着
剣
し
て
出
発
準
備
完
了
、
西
方
か
ら
進
撃

し
て
来
る
ソ
連
軍
に
対
し
て
の
布
陣
を
目
的
に
観
察
す
る

よ
う
隊
長
か
ら
命
ぜ
ら
れ
出
発
し
ま
し
た
。

十
キ
ロ
ほ
ど
道
路
の
状
態
や
森
林
の
位
置
等
細
か
く
地

図
上
に
記
入
し
て
戻
っ
て
隊
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

私
は
明
日
に
で
も
進
撃
し
て
来
る
ソ
連
軍
と
の
交
戦
に
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は
、
序
列
一
番
で
進
撃
し
た
責
任
上
、
恥
じ
な
い
行
動
を

取
っ
て
潔
く
散
る
覚
悟
を
し
ま
し
た
。

幸
か
不
幸
か
、
そ
の
夜
、
軍
命
令
が
あ
り
、
我
が
中
隊

は
、
牡
丹
江
方
面
か
ら
ハ
ル
ピ
ン
に
進
撃
し
て
来
る
ソ
連

軍
と
市
街
戦
を
行
う
べ
し
と
の
こ
と
で
、
第
七
中
隊
を
残

し
第
八
、
第
九
中
隊
は
直
ち
に
南
下
す
る
こ
と
に
な
り
、

八
月
十
一
日
早
朝
か
ら
移
動
準
備
が
始
ま
り
、
第
八
中
隊

全
員
は
火
砲
三
門
を
主
力
と
し
て
興
安
省
興
安
駅
に
集
結

し
ま
し
た
。

こ
の
貨
車
の
手
配
に
時
間
が
か
か
り
、
無
蓋
車
に
火
砲

を
積
み
偽
装
網
を
被
せ
て
、
そ
の
下
に
我
々
が
座
り
、
出

発
し
た
の
は
八
月
十
二
日
で
、
小
雨
の
降
っ
て
い
る
早
朝

に
大
興
安
嶺
を
後
に
し
ま
し
た
。

札
蘭
屯
、
成
吉
思
汗
、
昂
々
渓
付
近
ま
で
は
順
調
に
走

っ
た
汽
車
が
急
に
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
に
な
り
ま
し
た
。
通
過

す
べ
き
中
間
各
駅
に
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
、
ハ
ル
ピ
ン

に
は
三
十
時
間
前
後
で
着
く
予
定
が
七
十
時
間
も
か
か
り
、

八
月
十
五
日
午
前
に
到
着
し
ま
し
た
。

こ
の
理
由
は
後
ほ
ど
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
日
本
の

敗
戦
と
ソ
連
軍
の
進
撃
の
恐
れ
を
感
じ
た
地
元
住
民
や
邦

人
の
退
避
者
の
乗
車
し
た
汽
車
を
、
満
人
の
駅
長
が
ワ
イ

ロ
を
も
ら
い
先
に
通
し
た
た
め
と
の
こ
と
で
し
た
。

ハ
ル
ピ
ン
駅
構
内
に
入
る
と
、
構
外
か
ら
国
防
婦
人
会

や
愛
国
婦
人
会
の
方
た
ち
が
「
日
の
丸
」
の
旗
を
ち
ぎ
れ

る
ば
か
り
に
握
っ
て
「
兵
隊
さ
ん
、
頑
張
っ
て
」
と
大
声

で
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

貨
車
か
ら
火
砲
を
降
ろ
し
、
昼
食
後
に
一
休
み
し
た
こ

ろ
か
ら
、
駅
員
や
住
民
の
我
々
に
対
す
る
態
度
が
変
わ
り

ま
し
た
。「
変
だ
な
ァ
」
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、「
全
員
広

場
に
集
合
、
整
列
せ
よ
」
と
隊
長
の
今
ま
で
聞
い
た
こ
と

な
い
ほ
ど
の
大
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

何
ご
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
全
員
整
列
し
ま
す
と
、
先

ほ
ど
の
大
声
の
隊
長
と
は
思
え
な
い
低
い
声
で
「
甚
だ
残

念
な
こ
と
を
諸
君
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
今
、

関
東
軍
司
令
部
か
ら
大
日
本
帝
国
は
無
条
件
降
伏
し
た
の

で
武
装
解
除
し
て
ソ
連
軍
に
兵
器
を
引
き
渡
せ
よ
と
の
命

令
を
受
け
た
。
今
ま
で
至
ら
ぬ
本
官
を
助
け
て
頂
き
あ
り

が
と
う
、
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
班
長
を
通
じ
て
伝
え
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る
」
と
涙
な
が
ら
話
し
て
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

我
々
は
呆
然
、
自
失
、
そ
の
ま
ま
座
り
込
み
、
し
ば
ら

く
し
て
涙
ぐ
み
な
が
ら
の
声
が
聞
こ
え
る
。

「
鉄
砲
は
お
ろ
か
、
大
砲
一
発
も
撃
た
な
い
で
戦
争
に

負
け
た
と
は
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
。
残
念
無
念
、
夢

で
は
な
い
だ
ろ
う
な
」
と
自
分
の
頬
を
殴
り
、「
痛
い
、

や
は
り
夢
で
な
い
」
と
皆
を
笑
わ
せ
る
。

皆
に
笑
顔
が
出
た
と
こ
ろ
で
、
班
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら

こ
こ
の
空
き
兵
舎
を
借
り
た
の
で
、
大
砲
は
こ
の
ま
ま
に

し
て
、
個
人
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
兵
器
類
を
持
っ
て
兵
舎

ま
で
行
く
が
、
途
中
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
無
視
し
て
、

行
動
す
る
よ
う
に
」
と
の
注
意
が
あ
り
四
列
縦
隊
で
兵
舎

に
向
か
い
ま
し
た
。

着
い
た
兵
舎
は
今
ま
で
の
も
の
と
は
違
い
立
派
な
建
物

で
、
久
し
ぶ
り
で
兵
舎
で
の
宿
泊
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
、
練
兵
場
に
兵
器
類
を
持
っ
て
集
合
、
ソ
連
軍
に

兵
器
を
渡
し
て
完
全
に
武
装
解
除
し
、
我
々
は
帯
革
一
本

と
い
う
身
軽
な
身
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
近
く
の
部
隊
の
糧
秣
倉
庫
、
被
服
倉
庫
が
解

放
さ
れ
、
米
、
缶
詰
等
の
食
料
や
被
服
な
ど
は
今
ま
で
の

物
を
脱
ぎ
捨
て
新
品
に
着
替
え
兵
舎
に
帰
り
ま
し
た
。

朝
鮮
籍
兵
士
は
召
集
解
除
に
な
り
、
今
後
の
幸
せ
を
祈

り
あ
い
つ
つ
握
手
し
て
別
れ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
ゴ
ロ
寝
の
兵
舎
生
活
で
、
皆
元
気
に
な
り
復

員
の
日
を
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
へ
帰
る
た
め
に
移

動
す
る
と
の
ソ
連
軍
の
指
示
が
あ
り
、
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
南

へ
五
十
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
玉
泉
街
へ
移
動
し
ま
し
た
。

満
州
で
は
河
、
川
、
泉
な
ど
が
地
名
に
付
い
た
所
は
飲

料
水
等
、
水
に
は
不
自
由
な
い
そ
う
で
、
な
る
ほ
ど
玉
泉

街
も
綺
麗
な
水
の
流
れ
る
町
で
し
た
。
民
家
を
接
収
し
て

宿
泊
し
、
収
容
し
き
れ
な
い
者
は
天
幕
生
活
で
し
た
。
食

事
は
前
に
倉
庫
か
ら
持
ち
出
し
た
米
で
飯
盒
炊
さ
ん
、
終

戦
後
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

八
月
二
十
五
日
、
ま
た
移
動
命
令
で
、
今
度
は
海
林
貨

物
廠
ま
で
徒
歩
移
動
で
し
た
。

ソ
連
軍
の
話
に
よ
れ
ば
「
満
州
内
に
は
一
般
の
日
本
人
、

開
拓
移
民
者
等
が
多
く
、
お
前
た
ち
軍
人
は
い
つ
、
日
本

へ
帰
せ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
牡
丹
江
・
綏
芬
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河
を
経
由
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ッ
ト
ク
か
ら
船
で
日
本
へ
帰

す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」、
と
の
言
葉
を
信
じ
て
、
ハ
ル

ピ
ン
出
発
以
来
、
早
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
「
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ

イ
」
の
言
葉
に
追
わ
れ
る
行
軍
で
し
た
。
途
中
、
横
道
河

子
街
の
山
越
え
の
際
に
は
遠
方
の
山
岳
地
か
ら
夜
に
な
る

か
く
ざ

と
砲
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
道
路
の
至
る
所
に
擱
座
し
た

両
軍
の
戦
車
が
あ
り
、
比
較
す
る
と
日
本
の
戦
車
の
貧
弱

さ
、
ま
た
戦
死
者
の
持
っ
て
い
る
銃
は
ソ
連
軍
は
自
動
連

発
銃
、
日
本
軍
は
手
動
装
填
単
発
銃
で
、
日
本
軍
の
兵
器

の
貧
弱
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
見
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

六
日
間
歩
き
続
け
、
や
っ
と
海
林
に
到
着
し
ま
し
た
。

海
林
に
は
一
万
人
ほ
ど
の
日
本
軍
が
集
結
し
て
お
り
、

我
々
は
壁
の
無
い
貨
物
倉
庫
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
中
隊
ご
と
の
ザ
コ
寝
で
、
食
事
の
準
備
に
も
薪
が
無

い
、
付
近
の
燃
え
る
物
は
先
着
の
者
が
集
め
貯
え
て
お
り
、

我
々
は
遠
方
ま
で
行
っ
て
探
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

も
枕
木
だ
け
、
重
い
枕
木
を
数
人
で
運
ん
で
来
て
も
細
か

く
す
る
道
具
が
無
い
。
な
ん
と
か
苦
労
し
て
薪
に
し
て
炊

飯
す
る
毎
日
で
し
た
。

九
月
に
入
る
と
霜
が
降
り
る
、
内
地
帰
還
の
情
報
も
入

ら
な
い
。
食
料
も
だ
ん
だ
ん
無
く
な
っ
て
く
る
、
心
細
い

毎
日
を
二
カ
月
余
り
送
り
ま
し
た
。
十
一
月
初
め
に
日
本

へ
帰
す
か
ら
牡
丹
江
駅
へ
移
動
す
る
よ
う
と
の
命
令
が
あ

り
、
翌
早
朝
ま
た
も
行
軍
で
牡
丹
江
駅
に
到
着
と
同
時
に

貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
、
シ
ベ
リ
ヤ
鉄
道
の
乗
客
（
い
や
貨

物
）
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
省
略

前
に
戻
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
大
興
安
嶺
を
離
れ
る
時
、

残
留
部
隊
で
あ
る
第
一
八
部
隊
の
第
三
大
隊
、
第
七
中
隊

の
兵
士
は
ソ
連
軍
と
の
交
戦
で
全
滅
し
た
と
の
情
報
を
後

で
耳
に
し
ま
し
た
。
残
留
せ
ず
我
々
と
行
動
を
共
に
す
れ

ば
、
現
在
、
元
気
で
い
ら
れ
る
の
に
と
悔
し
く
て
な
り
ま

せ
ん
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

復
員
後
、
私
は
満
州
在
住
期
間
が
長
い
の
で
、
就
職
に

は
苦
労
し
ま
し
た
。
臨
時
社
員
待
遇
で
印
刷
会
社
、
文
房

具
店
等
、
点
々
と
職
変
え
し
て
い
る
う
ち
、
軍
隊
で
苦
労

し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
何
で
も
で
き
る
、
一
つ
営
業
を
始

２１５



め
よ
う
と
、
前
に
勤
め
た
文
房
具
店
、
印
刷
会
社
の
方
々

か
ら
教
わ
っ
た
事
を
参
考
に
し
て
、
子
供
た
ち
の
使
う
技

術
的
教
材
、
家
庭
科
の
教
材
、
理
科
関
係
の
器
材
、
そ
れ

に
薬
剤
（
取
り
扱
い
免
許
取
得
し
ま
し
た
）
等
の
店
舗
を

開
き
、
七
十
二
歳
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
型

店
舗
の
進
出
に
は
勝
て
ず
、
ま
た
老
齢
の
た
め
思
う
よ
う

に
活
動
で
き
な
く
な
り
閉
店
し
、
現
在
妻
と
二
人
で
健
康

第
一
に
余
生
を
楽
し
く
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
倅
は
会
社

勤
務
で
孫
三
人
と
共
に
近
く
に
別
居
し
て
お
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
「
平
和
の
礎
」
に
多
く
の
方
々
が
申
し
述
べ

て
お
り
ま
す
通
り
、
戦
争
は
二
度
と
起
こ
し
て
も
参
加
し

て
も
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
満
州
に
お
り
ま
し
た
の
で
戦
後
の
引
揚
者
の
悲
惨

さ
は
こ
の
目
で
見
、
ま
た
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
だ
に
残

留
孤
児
に
つ
い
て
問
題
も
解
決
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
新
聞

紙
上
、
テ
レ
ビ
で
見
聞
す
る
た
び
胸
が
痛
み
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
戦
争
で
犠
牲
に
な

ら
れ
ま
し
た
戦
友
諸
兄
の
御
霊
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

満
州
の
重
砲
兵長

野
県

有

賀

国

雄

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
一
月
、
長
野
県
上
伊
那
郡

西
箕
輪
で
生
ま
れ
る
。
家
族
は
、
父
義
久
、
母
く
に
子
、

そ
れ
に
姉
二
人
、
弟
二
人
の
五
人
兄
弟
の
長
男
で
し
た
。

家
は
養
蚕
を
中
心
と
し
た
農
家
で
、
一
町
歩
近
い
桑
畑

と
三
反
歩
ほ
ど
の
稲
作
を
し
て
い
ま
し
た
。

西
箕
輪
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
東
京
市
江
戸
川

区
平
井
四
丁
目
に
あ
っ
た
畠
山
鉄
工
所
に
勤
務
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
当
時
軍
の
下
請
け
工
場
と
し
て
船
の
ク
ラ
ン
ク
を

主
体
に
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
鉄
工
所
に
は
四
年
間
勤
務
し
ま
し
た
が
、
勤
務
中

の
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
、
伊
那
市
図
書
館
で
行
わ

れ
た
徴
兵
検
査
を
受
け
、
第
二
乙
種
で
し
た
。
地
元
か
ら

検
査
を
受
け
た
の
は
六
十
人
で
し
た
。
そ
れ
で
昭
和
十
五

年
一
月
十
日
、
野
戦
重
砲
第
七
連
隊
要
員
と
し
て
東
京
市

世
田
谷
の
野
戦
重
砲
第
八
連
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
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